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1. 概要 

本稿では、前稿の設計編に続き、国士舘大学楓門祭の学園祭ゲート製作、学生主体のセルフビルド建築その２－施工編－について報告する。

そして、前項の設計編の内容をもとに、理工学部理工学科建築学系の学生が協力し合い学園祭ゲートを施工した。また近年は、新型コロナ感染

の影響で楓門祭は 2 年間開催されず、また昨年度は学内関係者のみの開催となり、建築学系の学生による学園祭ゲート製作は中断されていた。

このように学園祭ゲート製作の企画やセルフビルドの経験、さらに下級生との交流などが途絶えていたが、本プロジェクトに参加した多くの学

生は初体験でありながらも、2022年度は、テンセグリティ構造という小屋組を浮かせたデザインと学園祭らしい華やかなデザインを融合させた

学園祭ゲートを実現することができた（図 1）。 

2. 学園祭ゲートの施工 

施工は、理工学部理工学科建築学系の意匠系の 4年生を中心にその他の分野や下級生の協力もあり一ヶ月ほどの制作期間で完成させることが

できた。木材とワイヤーシステムでテンセグリティ構法を採用したことから、木材同士の仕口部に圧縮力や剪断力が集中するため、木材同士の

仕口面の納まりの調整が難しかった。そこで、現寸のスタイロフォームでの検討を重ねながら、最終的には現場合わせで仕上げていった（図 2）。

構造部材の仕口や継手の加工は施工担当を決めて練習を積み重ねるうちに専門知識や技術を身につけることで効率よく安定した加工ができる

ようになった。また、参加学生に怪我や事故が起きないよう、毎日の作業の前に会議を行い、一日の作業内容の確認および安全管理を徹底した。 

図 1. 楓門祭の様子。学園祭ゲートを側面から望む。近隣の園児との交流が生まれている。 
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図 6. 外側ワイヤーシステム(上) 

図 4. 治具を用いた木材の斜め方向の孔あけ加工 図 5. 防滑性塗料の施工 

図 7. 外側ワイヤーシステム(下) 図 8. ダボと三色のカラーロープ 

図 9. 学園祭ゲート内観 

 

2-1. 木材の仕口・継手の加工とワイヤーシステムの設置、床板の塗装 

この学園祭ゲート製作において、最も多くの時間を要したのが、木

材の仕口・継手の加工であった。部材を斜めに切断する作業では、余

裕を持って切断し、部材同士を立体的に組合せ、鑢（やすり）で微調

整しながら仕上げた（図 3）。ワイヤーシステムは、斜めの木材の架構

に対して垂直に納めているため、その垂直性の管理が非常に困難を極

めた。木材で仮設としての治具を製作し、施工誤差を避けるため、木

材の両側から穴を開け中央で貫通させる方法を採用した（図 4）。この

ことで、ワイヤーシステムを精度よく設置することができた。また雨

天時に来場者が滑って転ぶことが想定されたので床合板に防滑性塗料

を施した（図 5）。 

2-2. 木製ダボとカラーロープの設置 

学園祭ゲートの外観デザインは、「みんなで編む・繋ぐ」をコンセプ

トとしたデザインであり、楓や秋のイメージをレッド、オレンジ、イ

エローの 3 色のカラーロープでランダムに編むことになった。そこで、

上下枠材の外側に木製のダボを 200mm 間隔で設置し、そこにカラー

ロープをランダムに編んでいく楓門祭らしい華やかなゲートを創出す

ることができた（図 6,7,8）。 

3. 結論 

このように 2022年度国士舘大学楓門祭の学園祭ゲートは、建築学系

全体で学年や分野を問わず学生主体として、問題解決を繰り返しなが

ら、怪我や事故を生じずに完成させることができた（図 9.10）。また大

学と地域、子どもから高齢者までの多世代の方々を繋ぐ絶好の機会と

して、とても有意義なものになったと考えている。そして、地域の子

どもたちが細いワイヤーで浮いている構造に驚いている姿に未来の子

供たちに少しでも建築分野に興味を持ってもらえたら幸いである。 

謝辞 

本プロジェクトのワイヤーシステムの施工について荒川技研工業

株式会社の荒川真氏にご協力いただきました。また床板の塗装につい

ては株式会社中田塗装工業所の中田精一氏にご指導いただきました。

また学園祭ゲート設営に関して、その他にも多くの学内関係者や建築

学系の学生にもご協力を賜りました。ここに感謝の意を表します。 

図 10. 楓門祭の様子 図 3. 木材の切り出し 図 2. モックアップの作成 


